
研究内容 

（イメージ図）今回の研究で用いた超共役系分子は、蓮の花が開いたような形に電子が広

がっています。 

共役系分子とは平面型をしており、その平面内を電子が自由に移動できる、つまり分子

内を電気が流れるのが特徴です。共役系有機分子に基づく人工金属の開発は長年、世界中

で進められており、様々な性質をもつ人工金属が合成されています。 

しかしその開発の手法は剛直な平面型の共役系有機分子を積み重ねるように集めて繋ぎ、

いわば分子で導線を作るものしかありませんでした。この方法では、分子の位置関係が少

しでもずれると断線して電気が流れなくなるため、安定してどの方向にも電気をよく流す

物質を作ることは困難でした。 

同グループは超共役系と呼ばれる、分子周辺の非平面部分にまで電気伝導を担う電子が

広がった分子に注目しました。この周辺部分は柔軟に形を変えられるため、これらが密に

集まった場合、“導線”にも柔軟性が出ます。これにより上記の問題を解決することに成功

しました。この新たな人工金属の合成手法は汎用性が高く、伝導性物質に限らず今後の有

機物性研究に広く活躍が期待されるものです。また、これまでの金属とは電気を流す仕組

みが異なり、性質の違う点でも、今後の展開が期待されます。 

なお、本研究は愛媛大学大学院理工学研究科（理学系、工学系）、学術支援センター、リ

サーチユニット、地球深部ダイナミクス研究センター、および東京大学物性研究所との共

同研究です。 

 




